
  《人間本性論》 ISBN◉978-4-588-12080-0
D.ヒューム著／木曾好能訳
第一巻　知性について　    〈新装版〉 Understanding
経験と観察に基づく〈人間の学〉を目指し，観念・記憶・想像・感覚・印象・信念・習慣・人格の同一
性等々広範な精神領域を考察する。イギリス経験論哲学の最高峰。
定価 16800円 本体 16000円 A5判 664頁 2011年刊

  《人間本性論》 ISBN◉978-4-588-12082-4

D.ヒューム著／石川徹，中釜浩一，伊勢俊彦訳
第二巻　情念について　    Passions
ヒュームは人間本性における理性の働きを限定的に捉え，行為の原動力を情念と考えた。「間接情念」
と名づけた4つの情念の因果的なメカニズムを徹底して解明する。
定価 10290円 本体 9800円 A5判 396頁 2011年刊

  《人間本性論》 ISBN◉978-4-588-12083-1

D.ヒューム著／伊勢俊彦，石川徹，中釜浩一訳
第三巻　道徳について　 Morals
introduction ……  徳を愛し称賛するのは，共感に基づく自然な感情である。同時に，もっとも称賛され
る徳である正義，そして文明社会の維持に不可欠な国家への忠誠は，人間の合意によって作られる。人
間に特有の道徳という営みの根源を探る精神の解剖学。

contents ……◉前書き　◉第一部　徳および悪徳一般について　第一節　道徳的区別は理性から引き出されるのでは
ない　第二節　道徳的区別は道徳感覚から引き出される　◉第二部　正義と不正義について　第一節　正義は自然な徳
か人為的な徳か　第二節　正義と所有の根源について　第三節　所有を決定する諸規則について　第四節　同意による
所有の移転について　第五節　約束の課す責務について　第六節　正義と不正義に関するさらにいくつかの考察　第七
節　統治の根源について　第八節　忠誠の源泉について　第九節　忠誠の限界について　第十節　忠誠の対象について
　第十一節　諸国民の間の法について　第十二節　貞淑と慎みについて　◉第三部　その他の徳と悪徳について　第一
節　自然な徳と悪徳の根源について　第二節　大いなる精神の性質について　第三節　善良さと善意について　第四節
　自然な能力について　第五節　自然な徳に関するさらにいくつかの考察　第六節　この巻の結論　◉訳註　◉解説　
ヒューム『人間本性論』の道徳哲学

定価 9030  円 本体 8600  円   A5判 344  頁 2012年 10月刊
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長らく待たれた新訳全三巻ここに完結‼


